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 ブラック企業大賞実行委員会は、佐々木亮氏（弁護士）、川

添誠氏（首都圏青年ユニオン）、をはじめ、郵政２０条裁判を

「支援する会」の竹信三恵子氏（ジャーナリスト・和光大学

教授）などで構成し、同大賞は、今年で５回目となります。 

 「ブラック企業大賞」は、賃金不払いや長時間残業など違

法行為と過酷な労働環境、パワハラなどが多い企業を対象と

しています。２３日、同大賞は午後７時のＮＨＫテレビニュ

ースでも報道され、社会的にも注目されました。  

昨年１２月１日、第５回ブラック企業対象にノミネートされたの

は、新入女子社員の過労自殺が社会問題となった「電通」とともに

日本郵便も対象となりました。２３日、第５回ブラック企業大賞が

発表となり、日本郵便は「特別賞」と「ウェブ投票賞」の２賞を受

賞しました。第５回「ブラック企業大賞」は「電通」でした。 

日本郵便が、人員不足を放置し社員の残業とタダ働きにたよる結

果、職場では有休は取れない、過酷な営業ノルマを課せられ「自爆」、

パワハラなどなどで労働環境は年々悪化し、「うちもブラックじゃ

ない？」とささやかれるほどで、同賞にはなぜか納得させられます。

会社は、結果を真摯に受け止め改善すべきです。 

 ブラック企業大賞を受賞した「電通」は、２４歳の女性新入社員の長時間労働とパワハラ

による自殺を取り上げ、過去の自殺も過労死と認定されて、パワハラ・セクハラが日常化し

ていると受賞理由をあげています。 

 日本郵便の「特別賞」「ウェブ投票賞」２つの受賞理由は、郵便局でパワハラ自殺が相次

いでいること。理不尽な営業ノルマと自腹購入、１万４０００人もの雇い止め、ウェブ投票

では、他社に比べ圧倒的に多い票数でダントツの一位となったことを理由とし、「一日も早

い改善を求めます」とコメントしています。来年は不名誉なブラック企業大賞を受けること

とならないよう、真摯に受け止め早急に改善すべきです。 

  


